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ト 演者 らは､分 枝 5,61へ キソーセ ン類 の簡便 な合成法 を

確立し､
その還元反応 に よる 6-デ オ キシ化 の立体選択性 を明 ら

かにしたo またFerrler反 応 に よ りキラル な分 枝サ イク リ トール

が掴 良 く得 られ ることも報告 して いる∫)o今 回はそれ らの知見 を

参考に従来 ､高価 なL-rhamnoseか ら合成 きれて いたN-ac)･Tkanso-土) ∩71Rl

寓 oH 鞄

sa打ine(12及び L-S-bi｢osam川eW を

卵 な【'-gtuCOSeを出発原料 と し合

成した｡また以前 ､myo-FnOSltOtか ROTl.Rl nu｢ RR4

ら合成されていた laninitoI(D 及び LuR1-"eR2割 :o"a'DRlla･nR13n-loch.;2･RL3H
..t･吊O.(i:)の合成 につ いて も検 討 蒜:l…;三三:sanlne'i)R2･R3=0"1･R4'Hmi亡Ili⊂o1
L､知見が得 られ たの で合わ せて相 L-slbirosamlne

告する｡

2.3 N-ac).lkansosamine及U LISiblrOSamlneの合成

N･aCylkansosamine及び L-S-brrosamineをFig･lのル ー トに従 い

合成した｡D-glucoseよ り9工程 で得 た(5)(6)に対 し､EtO日中Pd-Cメ-ヽノ′ー
を触媒とし,接触還元 を行 い､L-糖 を選択 的に得 た｡次 にエステル

基を脱保護 しr(i)(i)とした後 ､4位 を酸化 ､オ キシム化 す ること

により(i)(ユ且)をそれぞ れ 2工程収率42%､72% で得 た｡次 に

い4川｡で道元 し(ll)(12)を収率 68% (生 成比 3 :2)･(13)(14)～ J←ヽ一′ ～ ■~〉
を塀率72%(生成比 7 :3)で得 た｡更 にく11)と 2- メ トキシプ ロ′ー/
ピオン酸をVSCで縮 合後 ､酸加水分解 を行 い､N-acylkansosam川e

(D に変換 した｡又(蕊 )をカルバ メー ト化 した後 ､ LiAIH4で処理

し(iL)を得 ､更 に酸加水分解 を行 い､L-sibIrOSam'ne(2)に変換にi::≡

した
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lamlnltOf及びmltHitolの合成研究

D一glucoseよ り日工程 で得 た(18)に対 しHgCl2を用 いたFerrier反

応 を行 い､続 いて β 一脱離 させ てエ ノンと した｡次 にNaBHJ､

CeCl〇･7日20で処理 し(iV を収率91% で得 た後､(i旦)に対 しJOsOd酸

化 を行 い､ 1am川 ito】前駆 体(21)と(22)を収率63% (生 成比 3 :2)J■■■■′ .～′

で得 た｡一方 (19)をm-CPBAで処理 し(20)を収率74% で得 た｡現在5■ごつ 乙d

(20)の立体配置 の確認及びエポ キシ ドの
～ OH
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環 につ いて検討 している
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